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は
じ
め
に

　
近
世
封
建
社
会
は
、領
主
が
年
貢
徴
収
権
を
中
心
と
す
る
土
地
所
有
権
を
有
し
、

生
産
者
農
民
は
土
地
利
用
権
（
占
有
権
）
を
有
す
る
に
過
ぎ
ず
、
領
主
は
農
民
を

身
分
的
に
隷
属
さ
せ
彼
等
か
ら
年
貢
を
徴
収
す
る
社
会
で
あ
っ
た
。
年
貢
確
保
の

た
め
農
民
の
土
地
利
用
に
対
し
厳
し
い
規
制
を
加
え
る
一
方
、
農
業
再
生
産
条
件

維
持
の
た
め
、
そ
の
前
提
条
件
と
な
る
治
水
・
灌
漑
な
ど
の
基
盤
整
備
は
、
領
主

的
土
地
所
有
権
の
重
要
な
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
領
主
側
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
。
明
治
政
府
の
土
木
行
政
は
、
当
初
、
旧
慣
に
よ
る
施
策
を
継
承
し
、
用
排

水
施
設
を
含
む
河
川
等
の
土
木
費
に
対
す
る
官
費
支
給
は
継
続
さ
れ
た
。
し
か
し

諸
制
度
が
整
備
さ
れ
る
に
従
い
、
費
用
負
担
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
、
水
利
土
木

費
の
官
費
負
担
か
ら
民
費
負
担
へ
政
策
転
換
が
進
め
ら
れ
た
。

１ 

松
橋
地
先
海
辺
干
拓
新
田
村
と
水
利

　
昭
和
二
九
年
一
二
月
、
昭
和
の
大
合
併
で
松
橋
町
と
合
併
し
た
豊
川
村
の
存

立
基
盤
は
、
近
世
末
期
に
松
橋
・
久
具
両
浦
地
先
に
開
発
さ
れ
た
干
拓
新
地
に

あ
っ
た
。
河
江
手
永
管
下
で
豊
崎
・
南
豊
﨑
・
御
船
・
浅
川
・
砂
川
・
東
松
崎

（
一
時
は
宇
土
領
）
が
村
落
を
形
成
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
『
河
江
旧
記
』
に

敬
意
を
表
し
、
こ
の
新
地
を
「
松
橋
御
新
地
」
と
表
記
す
る
。
周
辺
村
々
や
新

地
築つ

き
だ
て立

に
功
績
の
あ
っ
た
村
々
か
ら
入
植
し
た
人
々
で
構
成
さ
れ
た
が
、
全
域

が
藩
権
力
の
及
ぶ
行
政
村
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
細
川
本
家
や
分
家
（
刑
部

家
）
の
新
田
も
あ
り
、「
帳
書
」
が
配
置
さ
れ
、
熊
本
領
内
行
政
村
の
庄
屋
職

同
様
の
職
責
を
任
さ
れ
て
い
た
。

　
　

⑴
豊
川
村
の
新
設

　
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
の
藩
政
改
革
後
、
各
村
に
与
長
が
配
さ
れ
（
庄
屋
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に
相
当
）、
そ
の
上
に
里
正
（
惣
庄
屋
相
当
）
が
置
か
れ
た
。
明
治
五
年
四
月
、

太
政
官
布
告
第
一
一
七
号
に
よ
り
荘
屋
（
庄
屋
）・
名
主
・
年
寄
が
廃
止
さ
れ
、

全
国
に
戸
長
と
副
戸
長
を
配
し
、
そ
の
管
轄
区
域
を
大
区
と
い
う
。
同
年
一
〇

月
、
大
区
の
下
に
古
く
か
ら
の
町
村
を
複
数
ま
と
め
て
小
区
が
置
か
れ
た
が
、

明
治
一
一
年
七
月
、
太
政
官
布
告
一
七
号
「
郡
区
町
村
編
成
法
」
の
制
定
で
廃

止
さ
れ
た
。

　
明
治
一
二
年
、
郡
区
町
村
編
成
法
施
行
時
か
ら
同
二
二
年
四
月
二
四
日
ま

で
、「
豊
川
村
」
と
な
る
べ
き
行
政
区
画
は
、
豊
崎
・
南
豊
崎
・
御
船
・
東
松

崎
、
西
下
郷
と
久
具
の
六
か
村
、
加
え
て
浅
川
・
砂
川
・
新
田
出
と
住
吉
の
四

か
村
に
分
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
明
治
二
二
年
四
月
二
五
日
、「
市
制
町
村
制
」

施
行
後
の
新
設
豊
川
村
の
行
政
区
画
は
、
豊
崎
・
南
豊
崎
・
御
船
・
浅
川
・
砂

川
・
東
松
崎
の
大
字
六
か
村
と
な
る
。
同
時
に
、豊
福
村
と
内
田
村
・
両
仲
間
村
・

竹
崎
村
・
西
下
郷
村
も
各
々
合
同
し
て
新
設
豊
福
村
と
な
り
、
古
保
山
村
・
曲

野
村
・
萩
尾
村
・
浦
川
内
村
・
久
具
村
・
大
野
村
が
新
設
当
尾
村
を
形
成
し
た
。

　
　

⑵
明
治
前
期
水
利
組
織
の
法
制
化

　
明
治
政
府
で
水
利
組
織
に
関
す
る
法
制
度
が
設
け
ら
れ
た
の
は
明
治
一
三
年

（
一
八
八
○
）
で
あ
る
。
維
新
後
の
混
乱
が
一
段
落
し
た
明
治
一
一
年
、「
郡
区

町
村
編
成
法
」「
府
県
会
規
則
」「
地
方
税
規
則
」
の
地
方
三
新
法
が
成
立
し
、

次
に
明
治
一
三
年
制
定
、
町
村
段
階
の
議
決
機
関
に
関
す
る
区
町
村
会
法
で
、

「
水
利
土
功
ノ
為
ノ
集
会
」
が
定
め
ら
れ
た
。
近
世
ま
た
は
そ
れ
以
前
か
ら
存

続
し
て
き
た
慣
行
に
基
づ
く
共
同
体
的
権
利
組
織
に
は
、
水
利
組
合
の
他
に
山

林
原
野
の
共
同
利
用
を
お
こ
な
う
入い

り
あ
い会
集
団
、
河
や
海
で
入
漁
を
行
う
漁
業
者

団
体
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
幕
藩
財
政
を
支
え
て
い
た
の
は
水
田
農
業
で
、
こ
の
時
代
の
治
水
は
、
米
の

安
定
的
増
収
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
耕
地
を
維
持
す

る
治
水
と
耕
地
開
発
、
改
良
を
行
う
利
水
と
は
表
裏
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
ら

に
対
し
、
幕
府
諸
藩
が
財
政
基
盤
維
持
の
た
め
多
額
の
費
用
を
支
出
す
る
こ
と

は
当
然
で
、
自
ら
が
水
利
事
業
に
関
与
す
る
こ
と
に
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
は
な
か
っ
た
。
新
政

府
も
、
当
初
は
幕
藩
体
制
下
で
の
施
策
を
継
承
し
、
旧
習
旧
慣
に
逆
ら
わ
ず
治

水
利
水
事
業
に
対
す
る
官
費
充
当
を
継
続
す
る
。

　
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
地
租
改
正
実
施
に
よ
り
近
代
的
な
私
的
土
地
所

有
権
が
確
立
し
、
地
租
（
土
地
対
象
に
付
加
さ
れ
た
租
税
）
の
統
一
化
が
進
め

ら
れ
る
。
同
時
に
、
明
治
初
頭
か
ら
の
水
利
事
業
旧
慣
踏
襲
政
策
が
逐
次
改
め

ら
れ
、
従
来
の
官
費
負
担
か
ら
地
域
町
村
民
の
費
用
負
担
へ
政
策
転
換
が
図
ら

れ
、
明
治
一
四
年
度
に
は
、
土
木
費
に
対
す
る
官
費
支
給
（
下
渡
金
）
は
廃
止

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
推
進
過
程
で
水
利
土
功
集
会
制
度
が
設
け
ら
れ
、
同

年
、
官
費
下
渡
金
に
対
応
し
、
水
利
土
功
集
会
が
評
決
し
た
水
利
土
木
費
に
対

す
る
強
制
徴
収
権
が
、町
村
段
階
の
経
費
充
当
分
と
し
て
初
め
て
付
与
さ
れ
る
。

　
当
時
、
大
河
川
周
辺
の
村
々
に
は
、
水
組
・
井
組
等
の
用
水
組
合
の
他
、
河

川
の
維
持
保
全
に
関
わ
る
堤
防
組
合
や
普
請
組
合
等
の
用
水
管
理
団
体
が
存
在

し
た
。
そ
れ
ら
管
理
現
場
の
実
情
を
み
る
と
、水
利
土
功
集
会
制
度
の
目
的
は
、

そ
の
成
立
経
緯
か
ら
、
こ
れ
ら
の
団
体
を
水
利
制
度
に
吸
収
し
、
そ
の
再
編
を

図
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
行
政
に
代
わ
っ
て
、
水
利
土
木
費
を
受
け

持
つ
こ
と
に
な
る
地
域
民
費
の
負
担
徴
収
体
制
強
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。

２ 

近
代
的
水
利
体
系
の
受
容

　
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
農
業
へ
の
水
資
源
利
用
は
着
実
に
進
展
し
、
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維
新
後
は
、
日
本
の
近
代
化
と
社
会
経
済
発
展
の
基
礎
を
確
立
す
る
よ
う
に

な
る
。
中
世
か
ら
近
世
の
用
水
管
理
は
、
村
々
の
自
治
的
慣
行
に
依
存
し
て

い
た
が
、
分
水
不
平
等
に
よ
る
農
民
騒
動
は
実
力
行
使
を
伴
い
各
地
で
頻
発

し
た
。
そ
の
た
め
幕
府
に
よ
る
水
に
関
す
る
諸
規
定
の
作
成
な
ど
法
令
整
備

が
進
み
、
水
利
使
用
が
権
利
と
し
て
形
成
さ
れ
て
く
る
。
水
利
秩
序
は
、
古

田
優
先
の
原
則
や
番
水
制
に
よ
る
用
水
の
時
間
的
配
分
、
農
業
水
利
権
保
護

や
新
規
利
水
の
円
滑
な
権
利
設
定
な
ど
を
軸
に
、
中
・
近
世
を
通
し
農
業
を

中
心
に
形
成
さ
れ
た
。

　
　

⑴
水
利
組
合
の
制
度

　
近
代
水
利
制
度
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
○
）
四
月

の
「
区
町
村
会
法
」（
太
政
官
布
告
第
一
八
号
）
で
あ
る
。
明
治
政
府
が
初
め

て
設
け
た
水
利
組
織
制
度
で
、
水
利
土
功
と
そ
の
集
会
評
決
の
施
行
等
に
関
す

る
規
定
を
定
め
、
そ
の
条
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
　
第
８
条�

　
水
利
土
功
（
公
共
ノ
水
利
土
木
ニ
シ
テ
全
町
村
ノ
利
害
ニ
関
渉

セ
ス
、
或
ハ
数
町
村
ノ
幾
分
ノ
ミ
其
利
害
ニ
関
係
ス
ル
モ
ノ
又
ハ

利
害
ニ
関
係
ナ
キ
モ
従
来
組
合
等
ノ
慣
行
ア
ル
モ
ノ
ヲ
云
）ノ
為
、

町
村
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
、
其
関
係
ア
ル
人
民
若
シ
ク
ハ
町
村
ノ
集

会
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
、
其
地
方
ノ
便
宜
ニ
従
ヒ
規
則
ヲ
設
ケ
府
知

事
県
令
ノ
裁
定
ヲ
受
ク
ヘ
シ
、

　
　
第
９
条�

　
前
条
ニ
掲
ゲ
タ
ル
集
会
評
決
ノ
施
行
及
ヒ
其
取
締
ハ
第
四
条
ヨ

リ
第
七
条
マ
テ
ノ
手
続
（
区
町
村
会
・
連
合
会
ニ
関
ス
ル
規
定
）

ニ
従
フ
ヘ
シ
、

　
土ど

こ
う功
と
は
、
土
の
切
り
取
り
・
盛
り
土
・
運
搬
な
ど
土
砂
を
扱
う
土
木
工
事

を
い
う
。
こ
の
法
律
に
よ
り
従
来
の
慣
行
的
な
水
利
組
織
は
地
方
行
政
の
中
に

包
含
さ
れ
、
初
め
て
公
の
組
織
と
な
る
。
明
治
二
二
年
に
は
「
市
制
町
村
制
」

施
行
に
基
づ
き
、町
村
組
合
を
設
立
し
て
用
水
等
の
管
理
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。

こ
の
延
長
線
上
に
水
利
組
合
が
法
律
化
し
、水
利
組
合
条
例
と
し
て
結
実
す
る
。

　
　

⑵
水
利
組
合
条
例
の
制
定

　
町
村
制
施
行
後
、
明
治
二
三
年
に
法
律
四
六
号
「
水
利
組
合
条
例
」
が
定
め

ら
れ
た
。
こ
の
条
例
施
行
に
つ
い
て
は
府
県
知
事
が
内
務
大
臣
に
上
申
し
、
そ

の
指
揮
に
よ
り
行
う
こ
と
を
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本
条
例
は
明
治
二
一
年
に
公

布
さ
れ
た
市
制
町
村
制
の
特
別
法
と
し
て
定
め
ら
れ
、
水
利
組
合
制
度
の
確
立

を
み
た
。
そ
の
目
的
に
応
じ
普
通
水
利
組
合
と
水
害
予
防
組
合
の
二
つ
に
分
け

ら
れ
る
。普
通
水
利
組
合
は
用
悪
水
等
の
土
地
保
護
に
関
す
る
事
業（
第
三
条
）、

水
害
予
防
組
合
は
水
害
防
御
の
た
め
の
堤
防
・
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
・
砂
防
等
の
工
事
で
、
普

通
水
利
組
合
に
属
す
る
事
業
以
外
の
工
事
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
（
第
四
条
）。

　
政
策
転
換
の
視
点
か
ら
は
、
行
政
と
水
利
組
織
の
分
離
が
意
図
さ
れ
、
水
利

組
織
の
地
主
的
支
配
の
道
を
拓
い
た
点
で
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
実
態
は
、
組

合
管
理
者
が
従
来
ど
お
り
市
町
村
長
や
郡
長
で
、
組
合
費
徴
収
も
「
組
合
区
域

数
市
町
村
ニ
渉
ル
ト
キ
ハ
各
市
町
村
収
入
役
ハ
管
理
者
ノ
求
ニ
依
リ
組
合
費
ノ

徴
収
ヲ
為
ス
ヘ
シ
」（
条
例
三
○
条
）
と
さ
れ
、
町
村
行
政
か
ら
の
完
全
分
離

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
全
国
に
大
小
の
水
利
組
合
が
重
層
的
に
存
在
し
、
相
互

に
作
用
し
合
っ
て
地
域
行
政
の
一
端
を
支
え
た
。

　
幕
藩
体
制
下
の
農
村
社
会
で
、
地
域
に
よ
り
呼
称
は
異
な
る
が
井い

ぐ
み組
や
水み

ず
ぐ
み組

な
ど
と
呼
ば
れ
る
用
水
組
合
（
農
業
用
水
管
理
組
合
）
が
広
く
分
布
し
て
い
た
。

幕
府
代
官
や
諸
藩
の
役
人
統
制
下
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
村
を
構
成
単
位
と
す

る
日
常
の
水
利
施
設
管
理
や
用
水
配
分
等
の
運
営
で
顕
著
な
自
治
的
性
格
を
持

つ
。
理
由
は
、
用
水
不
足
の
状
況
下
、
上
流
域
と
下
流
域
の
水
争
い
調
整
、
用
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水
配
分
の
社
会
的
秩
序
維
持
、
村
中
の
入
り
組
ん
だ
水
田
に
用
水
供
給
を
す
る

た
め
自
治
的
水
利
組
織
が
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
用
水
配
分
秩
序

が
「
用
水
慣
行
」
で
、
統
制
的
秩
序
で
あ
る
が
領
主
に
よ
る
権
力
的
な
秩
序
と

は
異
な
り
、
近
世
村
落
社
会
が
創
出
し
た
自
治
的
秩
序
た
る
性
格
が
あ
っ
た
。

　
明
治
前
期
、
土
地
制
度
が
再
編
さ
れ
私
有
財
産
制
を
基
盤
と
す
る
法
体
系
が

確
立
し
て
い
く
過
程
で
、
用
水
組
合
と
用
水
慣
行
を
い
か
に
法
制
度
化
す
る
か

困
難
な
課
題
で
あ
っ
た
。
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）、
区
町
村
会
法
改
正
で

用
水
組
合
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
「
水
利
土
功
会
」
を
発
足
さ
せ
た
が
、
過
渡

的
な
も
の
で
明
治
二
三
年
に
廃
止
さ
れ
る
。
近
世
同
様
の
用
水
組
合
は
、
維
新

後
に
新
た
な
法
制
度
に
よ
り
水
利
組
合
へ
変
化
し
た
。
一
変
し
た
点
は
、
近
世

用
水
組
合
の
構
成
員
は
村
で
、
水
利
組
合
で
は
土
地
私
有
性
の
確
立
で
土
地
所

有
者
個
人
と
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
た
だ
実
際
の
水
利
組
合
運
営
は
、
個
人
が
基

盤
で
は
な
く
近
世
用
水
組
合
の
運
用
形
態
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
理
由
は
、
用
水
管
理
運
営
構
造
に
何
の
変
化
も
な
く
、
中
世
か
ら
の
伝
統
を

活
か
す
以
外
に
方
法
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

３ �

鐙
ヶ
鼻
溜
池
水
利
組
合
設
置
に
つ
い
て
豊
﨑
・
南
豊
﨑
と
御
船
旧
三
区
組

合
村
の
確
執

　
新
生
豊
川
村
の
主
体
三
区
（
豊
﨑
・
南
豊
﨑
・
御
船
）
に
お
け
る
灌
漑
用
水

利
用
の
背
景
に
は
、
各
々
の
地
元
に
固
有
の
旧
習
が
あ
っ
た
。
原
初
的
な
水
利

組
合
は
、
干
拓
新
地
が
築
造
さ
れ
営
農
が
開
始
さ
れ
る
時
点
で
既
に
各
地
区
に

存
在
し
て
い
る
。
営
農
者
は
、
周
辺
手
永
の
村
々
か
ら
入
植
し
た
農
家
の
次
・

三
男
を
中
心
と
す
る
階
層
で
、
出
身
古
村
で
農
業
経
験
が
あ
り
、
水
利
に
関
す

る
慣
行
も
経
験
も
相
応
に
備
わ
っ
て
い
た
。

　
　

⑴
松
橋
新
開
同
築
副
新
開
・
砂
川
新
開
絵
図
に
つ
い
て

　
本
絵
図
は
、
市
町
村
内
の
区
画
名
称
大お

お
あ
ざ字
の
表
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治

中
期
以
降
に
描
か
れ
た
。
松
橋
新
開
の
中
に
大
字
東
松
﨑
・
同
豊
﨑
・
同
南
豊

﨑
が
み
え
、
松
橋
新
開
の
下
方
（
南
側
）
に
位
置
す
る
砂
川
新
開
に
は
、
大
字

浅
川
・
同
砂
川
が
あ
る
。
久
具
村
地
先
の
監
物
開
か
ら
有
吉
開
・
松
橋
新
開
・

同
築
副
（
添
）
開
・
砂
川
新
開
か
ら
小
川
々
尻
へ
至
る
干
拓
俯
瞰
図
で
あ
っ
た
。

本
絵
図
の
収
納
さ
れ
て
い
た
箱
に
は
、
天
保
一
二
年
以
降
、
弘
化
・
嘉
永
・
安
政
・

万
延
・
文
久
・
元
治
・
慶
応
・
明
治
と
、
逐
年
に
亘
る
干
拓
地
の
諸
造
成
工
事

や
付
帯
工
事
の
諸
帳
簿
が
収
ま
っ
て
い
た
。
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
九
月

三
日
の
強
風
高
潮
に
よ
る
破
堤
潮
入
後
の
復
旧
関
連
記
録
、
造
成
地
の
土
地
改

良
、
用
水
路
開
削
や
灌
漑
施
設
設
置
、
関
連
工
事
の
夫
方
や
資
材
調
達
等
、
詳

細
な
見
積
書
も
少
な
く
な
い
。

　
こ
の
一
群
史
料
の
中
に
、
猫
迫
堤
や
鐙あ

ぶ
み
ヶ
鼻
堤
・
八
つ
枝
堤
の
容
積
拡
大
工

事
関
連
史
料
が
含
ま
れ
、
河
江
手
永
を
中
心
と
し
た
周
辺
手
永
合
力
に
よ
り
藩

庁
の
要
請
す
る
大
規
模
工
事
の
成
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
鐙
ヶ
鼻
堤
の

灌
漑
系
統
に
お
け
る
水
利
組
合
設
置
一
件
書
類
も
あ
り
、
全
体
の
説
明
資
料
と

し
て
こ
の
彩
色
絵
図
が
作
製
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
絵
図
全
体
の
様
子
か
ら
、
明

治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
公
布
さ
れ
た
市
制
町
村
制
施
行
後
に
作
製
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
。左
の
図
中
、監
物
殿
開
横
の
●
印
、松
橋
新
開
中
の
大
字
東
松
崎
・

大
字
豊
崎
の
各
文
字
上
の
灰
色
〇
印
、
同
築
副
新
開
中
の
南
豊
崎
村
の
灰
色
〇

印
、
砂
川
新
開
中
の
浅
川
と
砂
川
の
同
灰
色
〇
印
は
、
説
明
の
便
宜
上
、
筆
者

が
処
置
し
た
。
監
物
殿
●
●
●
の
右
横
（
実
際
は
東
側
）
の
濃
い
灰
色
丸
印
は
、

米
田
監
物
が
勧
請
し
た
寄
田
神
社
を
示
す
。
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【
松
橋
新
開
同
築
副
新
開・砂
川
新
開
絵
図
】（
宇
城
市
松
橋
町
御
船
久
原
家
文
書
）

　
　

⑵
水
利
慣
行
と
鐙
ヶ
鼻
溜
池
水
利
組
合
規
約

　
明
治
二
五
年
一
二
月
一
五
日
付
の
書
面
が
豊
川
村
御
船
区
在
住
同
地
区
人
民
惣

代
、
高
橋
権
平
ほ
か
四
名
よ
り
、
上
下
益
城
郡
々
長
（
兼
任
）、
園
田
行
眞
宛
に

提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
御
船
区
の
田
方
用
水
は
、
元
々
中
山
郷
豊
野
村
大

字
山
崎
の
鐙
ヶ
鼻
溜
池
か
ら
豊
﨑
村
大
字
豊
﨑
へ
の
流
水
に
よ
っ
て
灌
漑
さ
れ
て

き
た
。
御
船
区
で
は
、
法
律
第
四
六
号
に
基
づ
き
隣
接
す
る
豊
﨑
・
南
豊
﨑
の
両

区
へ
水
利
組
合
加
入
を
申
し
込
む
が
、
両
区
は
御
船
区
の
水
利
組
合
加
入
を
承

諾
し
な
い
旨
を
回
答
し
て
き
た
。
以
下
に
「
水
利
組
合
ノ
儀
ニ
付
御
願
」（
久

原
エ
ー
117
）よ
り
御
船
地
区
人
民
惣
代
高
橋
権
平
ら
の
主
張
を
整
理
し
て
お
く
。

　
　
①�

御
船
区
の
田
反
別
四
○
町
歩
余
は
、
昔
か
ら
の
水
源
で
今
ま
で
田
方
を

養
っ
て
き
た
。
い
か
な
る
方
針
で
旧
政
府
（
藩
庁
）
よ
り
田
反
別
（
一

反
単
位
の
課
税
）
を
設
け
ら
れ
、
田
租
を
徴
収
さ
れ
た
の
か
。

　
　
②�

浅
川
区
・
砂
川
区
で
は
、
す
で
に
河
江
郷
内
の
当
尾
村
大
字
浦
川
内
字

八
ッ
枝
に
下
溜
池
を
設
け
水
源
と
し
、
こ
の
造
成
に
は
多
額
の
資
金
を

要
し
た
。
こ
の
点
か
ら
も
、
御
船
区
に
限
り
旧
来
か
ら
水
源
を
設
け
ら

れ
な
か
っ
た
理
由
は
あ
る
の
か
。
無
論
、
鐙
ヶ
鼻
堤
が
水
源
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
明
治
四
年
に
至
り
、
豊
﨑
・
南
豊
﨑
・
御
船
三
区
組
合

村
の
時
期
も
年
々
用
水
不
足
と
な
り
、
す
で
に
そ
の
当
時
、
三
区
申
し

合
わ
せ
て
鐙
ヶ
鼻
溜
池
堤
防
を
九
尺
以
上
の
嵩か

さ
あ
げ上
及
び
腹
付
等
を
出
願

し
て
許
可
さ
れ
、
そ
の
際
も
莫
大
な
出
費
が
あ
っ
た
。
御
船
区
か
ら
も

多
数
の
夫
方
を
出
し
、
鐙
ヶ
鼻
堤
一
万
坪
の
増
水
と
な
る
。

　
　
③�

こ
れ
に
加
え
、南
豊
﨑
区
字
切
れ
所
口
の
田
反
別
五
町
歩
余
の
用
水
は
、

御
船
区
の
一
水
路
よ
り
分
水
し
た
も
の
で
、
同
区
の
水
源
は
鐙
ヶ
鼻
堤

で
は
な
く
何
処
を
水
源
と
い
う
の
か
。
そ
れ
の
み
か
鐙
ヶ
鼻
堤
を
以
て

水
源
と
す
る
理
由
は
、
以
前
か
ら
証
拠
も
あ
り
御
船
区
に
お
い
て
そ
の

設
置
な
し
と
の
理
由
は
な
い
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
豊
﨑
・
南
豊
﨑
両
区

が
御
船
区
の
水
利
組
合
加
入
を
了
承
し
な
い
と
は
何
事
か
。
各
々
意
見

集
約
の
う
え
で
承
諾
す
る
よ
う
願
い
上
げ
る
。

　
御
船
区
側
の
記
録
を
読
ん
で
も
、
豊
﨑
・
南
豊
﨑
両
区
が
御
船
区
の
鐙
ヶ
鼻

溜
池
水
利
組
合
加
入
を
拒
否
す
る
理
由
が
判
然
と
し
な
い
。
豊
﨑
・
南
豊
﨑
側

の
関
連
史
料
が
未
見
の
状
態
で
は
尚
更
で
、
藩
政
時
代
か
ら
の
水
利
慣
行
が
背

後
に
あ
る
こ
と
は
、
翌
年
、
園
田
行
眞
郡
長
へ
再
提
出
さ
れ
た
「
水
利
組
合
ニ

付
願
書
」
に
添
付
さ
れ
た
豊
川
村
長
久
原
敬
造
の
意
見
書
か
ら
推
測
で
き
る
。

N

S
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高
橋
権
平
を
始
め
と
す
る
人
民
惣
代
五
名
か
ら
、
園
田
郡
長
へ
「
水
利
組
合

ノ
儀
ニ
付
御
願
」
が
提
出
さ
れ
た
半
年
後
の
明
治
二
六
年
五
月
二
四
日
、
再
度

同
様
の
書
面
が
豊
川
村
長
久
原
敬
造
へ
提
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
別
紙
相

添
候
、
水
利
組
合
ニ
付
願
書
差
出
候
、
其
筋
へ
御
継
被
下
度
宜
敷
奉
願
候
也
」

（
タ
ー
76
ー
５
）
と
い
う
こ
と
で
、
村
長
へ
提
出
し
意
見
書
を
添
付
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。
同
上
意
見
書
は
六
つ
の
主
張
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書

　
　
①�

茲
ニ
豊
川
村
大
字
豊
﨑
南
豊
﨑
御
船
三
區
明
治
二
十
三
年
法
律
第

四
十
六
号
ニ
基
キ
下
益
城
郡
豊
野
村
大
字
山
嵜
鐙
ヶ
鼻
溜
池
水
利
組
合

設
置
明
治
廿
四
年
六
月
談
判
ヲ
開
キ
協
議
途
整
ハ
ズ
遂
ニ
請
願
ス
ル
事

ト
ナ
リ
、

　
　
　�（
豊
川
村
の
豊
﨑
・
南
豊
﨑
・
御
船
三
区
は
、
明
治
二
三
年
法
律
第

四
六
号
に
よ
り
、
同
二
四
年
六
月
に
鐙
ヶ
鼻
溜
池
水
利
組
合
設
置
の
協

議
を
行
っ
た
が
合
意
に
至
ら
ず
郡
長
へ
請
願
と
な
っ
た
）

　
　
②�

而
シ
テ
元
砂
川
新
開
ノ
内
大
字
砂
川
浅
川
區
界
異
ナ
ル
故
ヲ
以
テ
両
區

貴
重
ナ
ル
用
水
開
墾
即
下
仝
郡
当
尾
村
大
字
浦
河
内
字
八
ッ
枝
ニ
巨
大

ノ
溜
池
ヲ
設
ケ
ラ
レ
、
大
字
御
船
區
ハ
大
字
豊
﨑
區
ノ
下
ニ
接
続
シ
田

反
別
三
拾
三
町
三
反
歩
ノ
用
水
何
レ
ノ
源
水
ヲ
以
テ
旧
政
府
田
耕
ヲ
設

ケ
ラ
レ
シ
カ
、
所
謂
鐙
ヶ
鼻
溜
池
ノ
方
針
ニ
外
ナ
ラ
ザ
ラ
シ
ヤ
、

　
　
　�（
砂
川
新
開
の
内
、
大
字
砂
川
と
同
浅
川
は
区
堺
が
異
な
り
そ
の
用
水

は
当
尾
村
の
大
字
浦
川
内
八
ッ
枝
に
巨
大
な
溜
池
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
御
船
区
の
場
合
、
豊
﨑
区
の
南
西
に
位
置
し
、
藩
政
府
は
田
畑

三
三
町
三
反
歩
の
用
水
を
ど
の
水
源
に
構
想
し
て
い
た
か
。
鐙
ヶ
鼻
溜

池
以
外
に
あ
り
得
な
い
）

　
　
③�

大
字
南
豊
﨑
字
切
レ
所
口
田
反
別
六
町
八
反
歩
余
ノ
用
水
ハ
、
大
字
御

船
區
一
ノ
水
路
ヨ
リ
七
寸
口
及
三
寸
口
ノ
両
樋
ヨ
リ
分
水
ス
ル
ノ
慣
例

ア
リ
、

　
　
　�（
御
船
区
の
東
隣
、
築
添
新
開
す
な
わ
ち
南
豊
﨑
の
切
れ
所
口
田
畑
へ

の
用
水
は
、
御
船
区
の
一
ノ
水
路
か
ら
七
寸
口
径
と
三
寸
口
径
の
水
管

か
ら
分
水
す
る
慣
例
が
あ
っ
た
）

　
　
　
　
＊�

切
れ
所
口
…
天
保
一
四
年
九
月
の
強
風
高
潮
に
よ
る
堤
防
決
壊
場
所
で
現
在
も

地
形
的
な
痕
跡
が
残
る
。

　
　
④�

加
之
明
治
四
年
三
区
組
合
村
之
設
区
域
公
共
事
業
之
為
鐙
ヶ
鼻
溜
池
笠

上
服
付
工
事
金
弐
千
余
円
之
御
出
方
を
以
て
壱
万
坪
余
ノ
増
水
ヲ
修
繕

セ
ラ
レ
タ
リ
、
最
モ
旧
藩
政
府
國
庫
金
ヲ
以
テ
工
事
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル

ハ
地
方
之
状
況
ニ
照
シ
テ
専
ラ
利
益
ヲ
受
ル
土
地
ヲ
保
護
セ
ラ
ル
ゝ
ノ

方
針
ナ
リ
ト
信
認
セ
ラ
レ
、

　
　
　�（
明
治
四
年
、
豊
﨑
・
南
豊
﨑
・
御
船
の
三
組
合
村
に
お
け
る
公
共
事
業
、

即
ち
鐙
ヶ
鼻
溜
池
の
嵩
上
げ
と
堤
体
強
化
の
腹
付
工
事
代
金
二
○
○
○

円
を
旧
藩
政
府
で
賄
い
一
万
坪
余
の
増
水
を
得
た
。
尤
も
藩
庫
の
資
金

を
以
て
工
事
許
可
を
得
ら
れ
た
の
は
、
地
域
の
状
況
よ
り
利
益
を
生
む

土
地
を
保
護
す
る
方
針
か
ら
と
信
ず
る
）

　
　
⑤�

就
中
大
字
御
船
区
并
ニ
大
字
南
豊
﨑
区
ノ
字
切
レ
所
口
ノ
両
所
、
更
ニ

分
水
ヲ
設
ケ
ザ
ル
ハ
重
要
ノ
源
水
ヲ
保
護
セ
シ
メ
大
字
豊
﨑
区
ノ
流
水

ヲ
鞏き

ょ
う
こ固
ナ
ラ
シ
メ
タ
ル
ノ
モ
ノ
ニ
テ
、
一
ノ
字
切
レ
所
口
ハ
組
合
ト
シ

一
ノ
大
字
御
船
区
ハ
組
合
ト
セ
サ
ル
ノ
理
由
曽
テ
有
之
間
敷
、

　
　
　�（
御
船
区
と
豊
﨑
区
の
切
れ
所
口
で
更
な
る
分
水
系
統
を
設
置
し
な
い

こ
と
は
、
重
要
な
水
源
を
保
護
し
豊
﨑
区
へ
の
流
下
水
を
鞏
固
に
す
る
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た
め
で
、
一
ノ
字
切
れ
所
口
の
分
水
慣
行
は
水
利
組
合
が
御
船
区
の
組

合
加
入
を
拒
否
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
）

　
　
⑥�
前
記
ノ
理
由
ナ
ル
ヲ
以
テ
大
字
南
豊
﨑
・
豊
嵜
ヨ
リ
旧
慣
申
立
ツ
ル
ト
、

愚
民
正
当
ノ
情
理
ナ
キ
ニ
依
リ
大
字
御
船
區
ニ
於
テ
鐙
ヶ
鼻
溜
池
源
水

ノ
組
合
ナ
ル
ハ
寧む

し
ろ
口
論
ヲ
俟
タ
サ
ル
ト
信
認
セ
ラ
レ
タ
リ
、

　
　
　�（
以
上
、
南
豊
﨑
・
豊
﨑
か
ら
旧
慣
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
正
当
の
理

由
が
な
く
、
御
船
区
が
鐙
ヶ
鼻
溜
池
を
水
源
と
す
る
組
合
に
加
入
す
る

べ
き
は
論
を
俟
た
な
い
）

　
⑤
と
⑥
が
、
豊
﨑
・
南
豊
﨑
両
区
に
よ
る
御
船
区
の
鐙
ヶ
鼻
溜
池
水
利
組
合

加
入
拒
否
に
対
す
る
御
船
側
の
反
論
で
あ
る
。
こ
の
経
過
を
み
る
限
り
、
こ
と

は
難
航
す
る
か
に
み
え
た
が
、
意
外
に
も
翌
明
治
二
七
年
六
月
頃
に
は
解
決
し

て
い
た
よ
う
だ
。
熊
本
県
第
二
課
よ
り
豊
川
村
長
豊
田
真
三
に
宛
て
た
書
面
が

久
原
家
文
書
中
に
残
る
。「
鐙
ヶ
鼻
養
水
溜
池
規
約
」
中
の
添
付
書
面
で
、「
士

第
五
二
九
号
鐙
ヶ
鼻
溜
池
普
通
水
利
組
合
區
域
之
儀
ニ
付
豊
﨑
人
民
惣
代
よ
り

郡
長
へ
上
申
候
處
、
昨
十
五
日
当
衙が

出
頭
之
惣
代
人
中
、
中
村
貫
、
上
田
小
次

郎
へ
談
シ
置
候
通
り
水
利
条
例
ニ
拠
り
村
長
ニ
於
テ
縣
知
事
へ
上
申
之
上
指
定

ヲ
請
フ
ベ
キ
モ
ノ
ニ
付
別
紙
返
戻
候
条
至
急
區
域
指
定
上
申
可
相
成
候
歟
、
及

御
照
會
候
也
」
と
い
う
。「
別
紙
返
戻
候
条
」
の
別
紙
と
は
、
御
船
区
よ
り
提

出
さ
れ
た
「
鐙
ヶ
鼻
養
水
溜
池
水
理
組
合
規
約
」
で
あ
る
。
規
約
内
容
は
左
の

通
り
（
久
原
家
文
書
タ
ー
78
ー
３
）。

　
　
　
鐙
ヶ
鼻
養
水
溜
池
水
理
組
合
規
約

　
　
　
　
＊
（「
水
利
」
の
字
は
、
史
料
に
よ
り
「
水
理
」
が
宛
て
ら
れ
混
用
さ
れ
て
い
る
）

　
　
第
一
条
　
鐙
ヶ
鼻
溜
池
大
字
南
豊
﨑
、
豊
﨑
、
御
船
三
區
ノ
組
合
ト
ス
、

　
　
第
二
条
　�

大
字
御
船
、
大
字
南
豊
﨑
、
字
切
レ
所
口
、
両
字
ノ
養
水
ハ
平

常
ノ
分
水
ヲ
ナ
サ
ゝ
ル
モ
ノ
ト
ス
、

　
　
第
三
条
　�

臨
時
分
水
所
（
何
處
）
ヲ
設
ケ
置
キ
養
水
不
足
ナ
ル
ト
キ
ハ
三

區
人
民
惣
代
立
會
ニ
テ
分
水
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、
但
大
字
限
リ
人

民
惣
代
ヲ
設
置
シ
役
場
へ
届
出
置
ク
へ
シ
、

　
　
　
養
水
溜
池
鐙
ケ
鼻
以
下
水
理
組
合
規
約

　
　
一
南
豊
﨑
、
豊
﨑
、
御
船
三
區
水
理
組
合
左
ノ
項
目
ニ
拠
リ
規
約
ス
、

　
　
　
　
一
御
船
區
ニ
ハ
慣
行
ニ
拠
リ
分
水
致
サ
ゝ
ル
事
、

　
　
　
　
二�

御
船
區
ニ
ヲ
イ
テ
養
水
不
足
ス
ル
ト
キ
ハ
三
區
人
民
惣
代
立
會
ニ

テ
分
水
ス
ル
事
、

　
組
合
規
約
第
一
条
の
記
述
か
ら
、
問
題
の
解
決
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

同
規
約
第
二
～
第
三
条
の
示
す
前
段
階
に
南
豊
﨑
と
豊
﨑
両
区
が
御
船
区
の
水

利
組
合
加
入
を
渋
る
原
因
が
あ
っ
た
。
元
々
切
れ
所
口
の
分
水
樋
は
御
船
区
一

ノ
水
路
に
存
在
し
、
御
船
区
と
豊
﨑
区
の
切
れ
所
口
に
新
た
な
分
水
系
統
は
設

置
し
な
い
旨
、
各
々
暗
黙
の
了
解
が
あ
り
、
御
船
区
居
住
の
久
原
敬
造
村
長
の

意
見
書
に
あ
る
よ
う
に
「
大
字
豊
﨑
区
ノ
流
水
ヲ
鞏
固
ナ
ラ
シ
メ
タ
ル
ノ
モ
ノ

ニ
テ
」と
す
る
理
解
が
あ
っ
た
。
重
要
な
水
源
保
護
施
策
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、

仮
に
御
船
区
が
該
水
利
組
合
に
加
入
し
、
字
切
れ
所
口
の
別
の
場
所
に
新
た
な

分
水
口
を
設
置
す
る
動
き
で
も
あ
れ
ば
、
豊
﨑
・
南
豊
﨑
両
区
の
反
対
理
由
に

も
納
得
が
い
く
。

４ 
近
世
末
期
松
橋
御
新
地
及
び
築
添
新
地
に
関
わ
る
水
利
事
案

　
久
原
家
文
書
に
は
、
天
保
年
間
以
降
築
造
さ
れ
た
河
江
手
永
会
所
が
関
わ
っ

た
海
辺
開
発
の
諸
見
積
書
を
含
む
記
録
類
が
多
数
存
在
す
る
。
海
辺
新
地
造
成

は
勿
論
、
付
帯
す
る
関
連
施
設
・
水
利
計
画
か
ら
そ
の
実
施
ま
で
含
み
、
実
態
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は
河
江
手
永
手
代
久
原
勘
左
衛
門
が
作
成
に
関
わ
っ
た
公
文
書
で
あ
る
。
溜
池

の
水
量
嵩か

さ
ま
し増
工
事
関
連
記
録
を
通
し
て
新
田
村
草
創
期
の
水
利
問
題
を
望
見

し
、
猫
迫
堤
の
嵩
増
工
事
か
ら
、
維
新
後
に
表
面
化
す
る
同
堤
の
用
水
と
鐙
ヶ

鼻
・
微
雨
堤
用
水
の
分
水
混
乱
を
予
見
し
た
郡
浦
・
松
山
・
河
江
惣
庄
屋
ら
の

見
解
を
み
て
お
く
。

　
　
⑴
曲
野
村
猫
迫
堤
用
水
嵩
増
し
工
事
と
推
進
上
の
課
題

　
　
　
＊�

画
像
は
「
天
保
十
五
年
松
橋
御
新
地
養
水
付
即
猫
迫
古
堤
水
増
」（
宇
城
市
松
橋
町

御
船
久
原
家
文
書
エ
ー
２
）

　
　
　
　
　
覚

　
松
橋
御
新
地
養
水
不
足
仕
候
ニ
付
、
今
度

　
猫
迫
古
堤
水
増
御
仕
法
奉
願
、
新
地
養
水

　
兼
用
ニ
付
、
養
水
之
仕
法
井
手
筋
之
究
等

　
後
年
無
違
乱
取
行
筋
、
河
江
松
山
郡
浦
談

　
治
定
之
稜
々
左
之
通
、

一
今
度
猫
迫
水
之
儀
、
久
ゝ
川
筋
ニ

　
落
し
入
、
菰
角
磧
ゟ
久
ゝ
川
塘
添

　
井
手
筋
を
流
レ
松
橋
御
新
地
松
橋
請
持

　
地
面
ニ
引
入
、
監
物
殿
石
井
樋
尻

　
大
井
手
ゟ
北
松
橋
曲
野
受
持
之
内
三
拾
丁

　
程
是
迄
畑
作
り
を
此
之
内
田
作
り
ニ
い
た
し

　
松
山
請
持
地
面
五
拾
丁
之
養
水
ニ
引
入

　
可
申
候
、

　
　
　
　
　（
中
略
）

一
備
雨
（
微
雨
）
堤
尻
之
筧
取
除
鐙
鼻
堤
尻

　
井
手
と
合
水
い
た
し
河
江
郡
浦
地
方

　
養
水
仕
前
条
猫
迫
堤
ニ
て
養
候
、
松
山

　
請
持
五
十
丁
之
内
、
監
物
殿
石
井
樋
尻

　
大
井
手
ゟ
南
三
拾
丁
程
有
之
分
、
自
然

　
旱
魃
い
た
し
候
節
ハ
鐙
鼻
水
ニ
て

　
取
賄
可
申
事
、

一
鐙
鼻
備
雨
両
堤
尻
井
手
筋
古
田

　
養
水
之
落
水
請
并
ニ
猫
迫
堤

　
尻
菰
角
磧
ゟ
分
水
新
井
手
立
之
儀
ハ

　
初
發
申
談
之
通
奉
願
、
御
普
請
出
来

　
い
た
し
猫
迫
水
と
鐙
鼻
備
雨

　
堤
水
混
乱
い
た
し
不
申
様
い
た
し
置

　
可
申
事
、

　
　
　
　（
中
略
）

一
猫
迫
堤
之
儀
、
是
迄
曲
野
村
久
ゝ
村

　
古
田
養
来
候
処
、
右
戻
水
増
御
普
請

　
被
仰
付
候
上
は
古
田
之
養
水
及

　
不
足
可
申
様
も
無
之
候
て
も
自
然

　
同
干
魃
之
節
、
曲
野
久
ゝ
古
田
と

　
御
新
地
と
水
論
等
有
之
候
て
は
難

　
相
済
、
分
水
之
仕
法
等
追
て
及

　
熟
談
相
極
可
申
事
、

　
　
　
　
以
上
、

　
　
天
保
十
五
年
十
二
月
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郡
浦
新
五
左
衛
門
（
郡
浦
惣
庄
屋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
江
副
寛
之
助
（
松
山
惣
庄
屋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
河
瀬
安
兵
衛
（
河
江
惣
庄
屋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
彦
之
助
（
三
手
永
山
支
配
役
）

　
　
　
　
　
　
　
　
積
三
左
衛
門
（
郡
浦
唐
物
抜
荷
改
）

　
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
天
保
一
五
年
（
弘
化
元
年
）
当
時
、
前
年
九
月
の
未

曽
有
の
強
風
高
潮
に
よ
る
破
堤
潮
入
の
影
響
で
、
松
橋
御
新
地
と
築
添
新
地
は

深
刻
な
用
水
不
足
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
猫
迫
古
堤
の
水
増
し
工
事
を
願

う
が
、
こ
の
溜
池
は
御
新
地
専
用
水
源
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
周
辺
の
田た

ん
ぼ圃
に

用
水
を
供
給
し
て
い
る
。
井
手
筋
（
通
水
路
）
等
の
決
め
事
は
、
後
で
面
倒
が

な
い
よ
う
に
天
保
一
五
年
一
二
月
、
河
江
・
松
山
・
郡
浦
三
手
永
の
惣
庄
屋
と

関
係
役
職
者
で
協
議
し
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

　
①�

嵩
増
し
後
、
猫
迫
堤
の
用
水
は
、
久
具
川
筋
に
落
と
し
菰こ

も
か
ど
か
わ
ら

角
磧
よ
り
同
川

塘と
も

沿
い
の
井
手
筋
に
流
し
、松
橋
御
新
地
の
松
橋
懸
り
地
面
に
導
入
す
る
。

次
に
長
岡
監
物
御
赦
免
開
の
石
井
樋
尻
大
井
手
か
ら
、
松
橋
・
曲
野
受
持

の
内
三
○
町
歩
ほ
ど
（
当
時
畑
作
地
）
を
田
作
地
に
替
え
、
か
つ
松
山
請

持
ち
地
面
五
○
町
歩
の
用
水
と
す
る
。

　
②�

備び

う雨
（
微
雨
）
堤
に
掛
け
ら
れ
た
筧か

け
ひ
は
取
除
け
、
鐙
ヶ
鼻
堤
池
尻
の
井
手

と
合
流
し
河
江
・
郡
浦
懸
り
地
の
用
水
と
す
る
。
松
山
手
永
請
持
ち
五
○

町
歩
の
内
、
監け

ん
も
つ
ど
の
ひ
ら
き

物
殿
開
石
井
樋
尻
の
大
井
手
よ
り
南
へ
三
○
町
歩
程
の
分

は
干か

ん
ば
つ魃
時
、
鐙
ヶ
鼻
か
ら
の
水
利
で
賄
う
。

　
③�

鐙
ヶ
鼻
・
備
雨
両
堤
尻
の
井
手
筋
は
、
古
田
（
旧
来
の
田
）
用
水
の
落
水

請
、
猫
迫
溜
池
尻
菰こ

も
か
ど
か
わ
ら

角
磧
よ
り
分
水
し
、
新
た
な
井
手
立
て
の
件
は
当
初

話
し
合
い
の
通
り
に
願
う
。
松
橋
御
新
地
が
復
旧
し
た
後
、
猫
迫
の
用
水

と
鐙
ヶ
鼻
と
備
雨
か
ら
の
配
水
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に
配
慮
の
こ
と
。

　
④�

猫
迫
堤
は
、
曲
野
村
・
久
具
村
の
古
田
を
養
っ
て
き
た
が
、
水
増
し
御
普

請
を
命
じ
ら
れ
た
以
上
、
古
田
の
用
水
も
干
魃
の
折
、
両
村
の
古
田
と
御

新
地
の
間
で
水
論
が
発
生
し
て
は
申
し
訳
な
い
。
分
水
な
ど
対
処
法
を
十

分
話
し
合
い
決
め
て
お
く
こ
と
。

　
以
上
が
三
手
永
の
惣
庄
屋
と
御
山
支
配
役
・
唐
物
抜
荷
改
役
等
の
在
方
幹
部

が
決
定
し
た
方
針
で
あ
る
が
、
実
際
に
工
事
を
担
う
立
場
の
現
場
村
々
の
見
解

は
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
　

⑵
曲
野
・
久
具
両
村
の
「
御
難
」
意
識
と
手
永
の
対
応

　
曲
野
と
久
具
、
両
村
の
農
民
に
と
っ
て
水
増
し
御
普
請
を
受
け
入
れ
る
こ

と
は
歓
迎
す
べ
こ
と
で
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は

「
御ご

な
ん難
」
と
考
え
て
い
た
。
猫
迫
堤
水
増
し
御
普
請
は
、
曲
野
と
久
具
の
古
田

用
水
不
足
が
原
因
で
は
な
く
、
松
橋
御
新
地
の
松
山
・
郡
浦
・
河
江
三
手
永
懸

り
地
の
用
水
不
足
に
起
因
す
る
。
そ
の
解
消
は
、
お
上か

み

と
下
々
に
も
都
合
が
良

く
、
河
江
は
久
具
・
曲
野
の
古
田
へ
の
助
水
に
な
り
、
御
新
地
の
松
山
と
郡
浦

懸
り
地
で
は
水
掛
か
り
が
良
く
な
り
各
々
の
出
百
姓
（
入
植
）
の
便
宜
に
も
な

る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　

ⅰ 

現
場
村
々
の
反
応

　
こ
れ
ら
の
詳
細
は
、
宇
城
市
小
田
家
文
書
『
河
江
旧
記
』（
五
三
巻

百
二
十
二
「
猫
迫
堤
松
橋
養
水
之
増
御
普
請
ニ
付
以
後
御
出
方
稜
手
永
受
稜
極

之
事
」）
中
に
、
手
永
会
所
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
河
江
手
永
管
下
の

曲
野
村
と
久
具
村
、
そ
し
て
河
江
手
永
に
隣
接
す
る
宇
土
郡
松
山
手
永
の
間

で
、
御
普
請
の
費
用
負
担
と
工
事
出
役
の
こ
と
で
面
倒
な
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
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い
た
。
細
か
な
推
移
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
全
貌
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
右
史
料
中
よ
り
中
心
部
分
を
抜
き
出
し
、
要
点
を
ま
と
め
て
お
く
。

　
曲
野
村
庄
屋
次
郎
左
衛
門
と
同
村
頭
百
姓
清
助
他
一
名
、
久
具
村
庄
屋
緒
方

九
右
衛
門
及
び
同
村
頭
百
姓
喜
三
右
衛
門
他
一
名
、
合
計
六
名
の
名
で
、
弘
化

五
年
三
月
（
実
際
は
嘉
永
元
年
三
月
）
付
で
河
江
手
永
惣
庄
屋
・
下
益
城
郡
代

付
横
目
賀
来
尉
左
衛
門
宛
、猫
迫
堤
水
増
し
普
請
引
受
の
覚
書
「
御
請
申
上
覚
」

を
提
出
し
た
。
但
し
、
上
部
機
関
か
ら
の
要
請
を
全
て
受
け
入
れ
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
冒
頭
部
分
に
は
、

　
　�

河
江
手
永
曲
野
村
久
具
村
懸
猫
迫
堤
之
儀
は
久
具
曲
野
両
村
田
方
五
拾
町
程

之
養
水
堤
ニ
て
御
座
候
處
、
河
江
松
山
郡
浦
三
手
永
松
橋
御
新
地
田
方
養
水

為
兼
用
弘
化
三
年
水
増
御
普
請
被
仰
付
候
ニ
付
、
以
来
之
御
難
則
左
之
通
、

と
認し

た
た
め
ら
れ
、
要
請
さ
れ
る
ま
ま
に
受
け
入
れ
な
い
と
の
強
い
決
意
が
窺
わ
れ

る
。
そ
れ
は
、
右
引
用
部
分
の
太
字
で
表
わ
し
た
「
御
難
」
の
二
文
字
に
明
ら

か
で
、
藩
庁
御
郡
方
の
意
向
を
御ご

な
ん難
と
い
っ
て
憚は

ば
か
ら
な
い
。

　
そ
の
主
張
は
次
の
六
項
目
で
、
譲
れ
な
い
部
分
と
関
係
者
協
議
の
う
え
で
対

処
し
た
い
部
分
、
水
増
し
普
請
に
よ
っ
て
利
益
を
被
る
御
新
地
入
植
の
出
百
姓

が
対
処
す
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
村
々
の
段
階
で
綿
密
な
話
し
合
い
の

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
「
御
難
」
六
項
目
を
摘
記
し
て
お
く
。

　
　
一�

底
樋
建
樋
一
ヶ
所
ハ
以
前
ゟよ

り

有
来
候
分
ハ
以
前
之
通
下
益
城
受
ニ
て
諸

事
御
仕
替
相
可
被
仰
付
旨
之
事

　
①�

底
樋
と
建
樋
一
か
所
ず
つ
は
、
以
前
よ
り
存
在
し
た
分
で
従
来
の
よ
う
に

村
夫
で
は
な
く
郡
夫
受
で
願
う
。

　
　
一�

中
段
底
樋
建
樋
一
ヶ
所
ハ
御
新
地
兼
用
水
増
之
御
普
請
ニ
て
出
来
被
仰

付
候
間
、
御
出
方
筋
ニ
懸
候
儀
は
御
新
地
方
ゟ
其
外
ハ
御
新
地
出
百
姓

等
ゟ
相
勤
可
申
旨
之
事

　
②�

堤
中
段
の
底
樋
と
建
樋
一
か
所
ず
つ
は
古
田
と
御
新
地
新
田
兼
用
の
水
増

し
御
普
請
で
あ
り
、
築
造
出
役
に
関
わ
る
こ
と
は
御
新
地
方
（
築
造
所
管

部
署
）が
采
配
し
、そ
の
他
は
御
新
地
へ
の
入
植
百
姓
が
勤
め
る
べ
き
こ
と
。

　
　
一�

水
吐
幷
塘
手
等
平
日
少
々
之
手
入
は
古
田
懸
御
新
地
懸
ゟ
申
談
在
夫
ニ

て
可
被
行
筋
は
出
夫
等
可
仕
旨
之
事

　
③�

水み
ず
は
き吐
口
と
塘
手
（
堤
防
）
は
日
常
的
に
手
入
す
る
が
、古
田
懸
り
の
曲
野
・

久
具
両
村
と
御
新
地
懸
り
新
田
村
と
で
協
議
し
て
在
夫
で
実
施
さ
れ
る
べ

き
は
出
夫
す
る
。

　
　
一�

貫
穴
幷
御
新
地
懸
井
手
橋
御
手
余
御
出
方
ニ
懸
候
儀
は
御
新
地
方
ゟ
出

夫
ニ
て
可
被
行
分
は
出
百
姓
等
ゟ
可
相
勤
事

　
④�

貫
穴
（
穴
井
手
）
と
御
新
地
懸
り
関
連
の
井
手
と
橋
は
、
手
に
余
る
状
態

で
あ
れ
ば
御
新
地
方
よ
り
指
図
し
て
新
地
出
百
姓
で
勤
め
る
べ
き
。

　
　
一�

古
田
と
御
新
地
方
水
分
之
儀
は
一
同
地
廻
相
極
被
仰
付
置
候
通
旱か

ん
ば
つ魃
之

年
柄
ニ
て
も
始
末
無
違
乱
糺
相
心
得
可
申
旨
之
事

　
⑤�

曲
野
村
・
久
具
村
の
古
田
と
松
橋
御
新
地
新
田
と
の
水
分
け
は
、
一
に
現

地
を
見
極
め
て
決
定
し
、
旱
魃
の
年
廻
り
で
あ
っ
て
も
間
違
い
な
く
処
理

す
べ
き
。

　
　
一�

大
造
之
御
普
請
は
松
山
郡
浦
河
江
三
手
永
被
仰
付
段
御
別
段
可
被
仰
付

旨
之
事

　
⑥�
大
が
か
り
な
御
普
請
は
、
松
山
・
郡
浦
・
河
江
の
三
手
永
に
ご
命
じ
下
さ

れ
た
い
。

　
古
田
と
は
旧
来
の
村
々
に
お
け
る
古
い
田
圃
を
指
し
、
干
拓
地
に
組
成
さ
れ

る
新
田
に
対
す
る
概
念
で
あ
る
。
古
田
農
民
と
新
田
農
民
は
、
新
地
成
立
時
か
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ら
水
利
を
介
し
対
立
す
る
運
命
に
あ
っ
た
。
松
橋
御
新
地
や
そ
の
築
添
新
地
の

場
合
、
投
下
資
本
の
運
用
面
で
効
率
性
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
熊
本
領
の

干
拓
地
で
は
、
文
化
文
政
期
以
降
、
開
発
後
一
〇
年
内
外
は
夏
に
木
綿
・
粟
・

蕎
麦
な
ど
を
植
え
、
冬
に
麦
が
植
え
ら
れ
た
。
木
綿
や
雑
穀
・
麦
な
ど
除
塩
作

物
と
し
て
植
え
ら
れ
た
が
、
米
作
移
行
の
前
段
階
に
過
ぎ
ず
、
用
水
環
境
整
備

を
待
ち
逐
次
水
田
化
さ
れ
て
い
く
。

　
問
題
の
本
質
は
、
年
に
よ
り
季
節
に
よ
っ
て
日
々
河
川
水
（
通
水
路
を
含
む
）

の
量
が
変
化
す
る
こ
と
で
、
分
水
と
い
っ
て
も
流
下
す
る
水
は
止
ま
る
こ
と
が
な

く
動
く
水
を
均
等
に
配
分
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
、取
水
施
設
の
場
所
や
形
態
、

そ
の
適
切
な
維
持
が
分
水
と
使
用
量
を
決
定
し
た
。
水
利
の
末
端
に
位
置
す
る
新

地
農
民
の
取
水
条
件
は
、
必
然
的
に
古
田
農
民
に
劣
後
す
る
関
係
と
な
る
。

　
　
　

ⅱ 

河
江
手
永
惣
庄
屋
近
藤
喜
左
衛
門
の
結
論

　
曲
野
・
久
具
両
村
の
庄
屋
と
頭
百
姓
の
上
申
を
受
け
た
河
江
惣
庄
屋
近
藤
喜

左
衛
門
の
覚
書
に
よ
る
と
、
松
山
惣
庄
屋
松
山
寿
太
郎
い
わ
く
、
①
松
橋
御
新

地
用
水
の
猫
迫
堤
塘
及
び
貫
穴
と
周
辺
損
所
は
、
元
々
古
田
の
用
水
溜
り
で
水

量
も
乏
し
い
。
曲
野
村
と
久
具
村
は
干
損
し
、
水
増
し
御
普
請
を
命
じ
ら
れ
て

も
こ
の
憂
い
は
免
れ
が
た
い
。
②
以
後
の
御
普
請
は
在
中
引
受
で
、
以
後
お
上

か
ら
の
出
役
は
一
切
あ
り
得
な
い
と
い
う
。
松
山
が
委
細
を
願
書
に
記
し
上
申

し
た
と
こ
ろ
、
今
回
御
役
人
の
出
在
が
あ
り
立
会
見
分
の
う
え
個
別
に
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
。

　
松
山
は
、
堤
塘
・
貫
穴
損
所
修
復
へ
の
出
役
は
受
け
難
く
河
江
手
永
で
引
受

け
願
う
と
い
い
、
今
後
も
猫
迫
堤
に
関
す
る
御
普
請
は
河
江
側
で
の
対
処
を
主

張
し
た
。
古
田
と
堤
の
場
所
も
河
江
手
永
管
内
で
、
松
山
か
ら
臨
時
非
常
の
出

夫
出
銭
は
で
き
な
い
と
念
を
押
す
。
結
局
、
近
藤
は
松
山
と
協
議
の
末
、
彼
の

主
張
に
配
慮
し
折
衷
案
を
以
て
辻
敬
次
郎
（
内
検
役
）
へ
上
申
し
、
翌
嘉
永
二

年
（
一
八
四
九
）
三
月
に
松
山
と
交
替
し
た
新
任
の
赤
澤
宇
太
郎
と
共
に
「
後

年
共
弥
以
申
分
無
之
様
得
斗
申
談
御
達
仕
候
様
御
演
舌
之
趣
承
知
仕
候
、
依
之

私
共
申
談
候
趣
左
ニ
申
上
候
」
と
の
趣
旨
で
、
辻
内
検
を
通
し
杉
浦
郡
代
へ
覚

書
を
再
度
提
出
す
る
。
合
意
し
た
六
項
目
は
次
の
通
り
。

　
　
一
堤
建
樋
二
ヶ
所
往
々
御
手
入
之
事
、

　
①�

以
前
か
ら
存
在
し
た
一
か
所
は
、
河
江
よ
り
夫
方
を
引
き
受
け
る
。
中
段

樋
一
か
所
は
、
夫
方
・
経
費
の
御
出
方
を
お
上か

み

に
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

二
か
所
と
も
出
夫
は
河
江
・
松
山
で
受
け
、
二
手
永
催も

あ
い合
（
共
同
）
で
二

つ
に
分
け
出
夫
す
る
こ
と
も
有
り
得
る
。
中
段
樋
一
か
所
は
出
夫
を
お
上

よ
り
ご
命
じ
頂
き
た
い
。
二
か
所
共
、
出
夫
は
河
江
と
松
山
で
分
け
、
催

合
で
二
つ
に
分
け
て
出
夫
す
る
こ
と
も
考
慮
。

　
　
一
穴
貫
損
候
節
往
々
御
手
入
之
事
、

　
②�

久
具
・
曲
野
の
古
田
五
〇
町
歩
余
の
助
水
と
御
新
地
内
の
松
山
・
河
江
懸

り
八
〇
町
歩
田
作
転
換
の
為
の
用
水
施
設
築
造
に
つ
き
、
在
夫
で
実
施
す

る
分
は
、
松
山
・
河
江
で
引
受
け
二
分
す
る
。
尋
常
で
な
い
災
害
が
発
生

し
在
夫
で
対
処
不
能
な
ら
、御
役
人
検
分
の
上
で
協
議
を
命
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
一
堤
塘
手
笠
腹
付
御
普
請
之
事
、

　
③�

古
田
・
御
新
地
で
専
念
す
る
件
、
松
山
と
河
江
二
つ
割
で
出
夫
申
し
上
げ

る
。
御
普
請
に
つ
い
て
費つ

い
え
ち地
や
石
垣
等
の
必
要
も
見
込
ま
れ
、
そ
の
際
、

御
役
人
検
分
の
上
で
臨
時
の
協
議
を
願
う
。

　
　
一
猫
迫
堤
御
新
地
為
養
水
出
来
候
井
手
筋
御
手
入
之
事
、

　
④�

古
田
を
放
れ
た
末
端
の
井
手
筋
手
入
れ
は
、
松
山
・
河
江
懸
り
地
八
〇
町

歩
の
畝
方
割
合
で
実
施
。
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一
水
増
ニ
付
て
田
畑
當
毛
荒
出
来
分
之
事
、

　
⑤�
こ
れ
ま
で
通
り
年
々
調
査
の
上
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
る
。
諸
上
納
米
銭
共

に
お
上
よ
り
賠
償
を
願
う
。
余
分
な
水
溜
り
と
み
ら
れ
る
畝
方
は
、
両
手

永
よ
り
出
夫
し
て
床
上
げ
を
施
工
す
る
。

　
　
一�

猫
迫
堤
分
水
自
然
旱
魃
之
年
柄
古
田
ハ
五
拾
丁
御
新
地
は
八
拾
町
之
養

水
弘
化
五
年
三
月
久
具
曲
野
村
両
村
庄
屋
共
申
談
御
達
仕
候
書
面
ニ
は

一
日
越
と
有
之
候
、
左
候
得
は
三
拾
丁
之
違
目
録
受
御
新
地
は
水
末
旁

不
公
平
ニ
は
有
御
座
間
敷
哉
之
事
、

　
⑥�

旱
魃
で
御
新
地
用
水
が
不
足
す
れ
ば
、
監
物
殿
御
開
地
の
石
井い

び樋
尻
（
井

樋
ノ
口
辺
り
）
大
井
手
よ
り
南
松
山
受
持
の
内
、
三
○
町
歩
程
は
鐙
鼻
堤

の
水
で
や
り
繰
り
す
る
。
天
保
十
五
年
の
協
議
で
決
め
た
通
り
後
年
に

至
っ
て
間
違
い
が
な
い
よ
う
に
心
得
る
べ
き
。

　
こ
の
覚
書
を
受
け
取
っ
た
御
郡
方
で
は
、
御
奉
行
衆
で
協
議
を
重
ね
、
ほ
ぼ

四
か
月
後
の
嘉
永
二
年
七
月
一
六
日
付
で
下
益
城
郡
代
杉
浦
津
直
へ
以
下
の
様

な
決
裁
書
面
を
達
し
た
。「
久
具
・
曲
野
両
村
古
田
の
養
水
、
猫
迫
堤
（
兼
松

橋
新
地
催も

あ
い合
堤
）
水
増
御
普
請
の
公
費
負
担
の
件
、
今
回
申
請
の
通
り
に
決
裁

さ
れ
た
。
以
後
こ
の
申
請
の
他
に
一
切
費
用
支
出
は
な
い
。
そ
の
上
、
一
昨
年

夏
の
堤
嵩
腹
付
御
普
請
見
積
の
一
貫
八
六
七
匁
四
分
七
厘
は
、
村
々
在
夫
で
処

置
す
る
事
案
で
あ
っ
た
が
、
規
則
を
決
め
る
前
に
工
事
が
終
っ
た
の
で
格
別
の

配
慮
を
以
て
今
回
限
り
に
渡
し
下
さ
れ
る
」。
申
請
内
容
と
対
比
す
れ
ば
、至
っ

て
簡
単
な
記
載
で
あ
る
。
御
郡
方
で
は
、
詳
細
を
達
す
る
必
要
が
な
い
ほ
ど

河
江
・
松
山
両
手
永
の
要
請
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
、
そ
の
こ
と
は
、
受
益
者

負
担
を
言
い
立
て
る
曲
野
村
と
久
具
村
農
民
に
配
慮
し
た
裁
決
と
み
ら
れ
、
御

新
地
農
民
に
も
応
分
の
負
担
を
強
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　
近
世
村
落
社
会
で
形
成
さ
れ
た
用
水
管
理
組
織
と
干
拓
新
田
村
に
お
け
る
後

発
の
用
水
管
理
、
同
干
拓
新
田
の
水
利
と
旧
来
村
落
（
古
村
）
の
水
利
が
交
錯

す
る
場
所
で
発
生
す
る
諸
問
題
は
、
明
治
維
新
後
も
折
々
に
表
面
化
す
る
。
熊

本
領
の
水
路
開
削
を
伴
な
う
溜
池
築
造
の
多
く
は
、
藩
政
府
の
所
管
で
あ
っ
た

が
、
村
落
中
心
の
事
業
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
そ
れ
は
地
域
性
に
基
づ
く

伝
統
的
な
運
営
手
法
で
実
施
さ
れ
、
用
水
管
理
面
で
も
地
域
的
手
法
が
少
な
か

ら
ず
継
承
さ
れ
て
い
る
。
新
し
く
築
造
さ
れ
る
中
規
模
以
下
の
溜
池
は
、
従
来

か
ら
の
畑
作
地
帯
に
多
く
、
村
落
的
事
業
で
は
な
く
一
段
階
下
の
土
地
〳
〵
に

お
け
る
有
力
者
催
合
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
、
多
く
は
受
益
者
負
担
の
様
相
を

呈
し
た
。

　
干
拓
新
田
村
の
水
利
は
、
上
流
優
先
の
原
則
か
ら
接
続
す
る
旧
来
古
村
が
優

先
さ
れ
、
新
地
内
一
連
の
水
利
系
統
も
、
出
身
古
村
の
旧
習
旧
慣
を
以
て
運
用

さ
れ
て
い
た
。
干
拓
新
田
に
明
治
期
に
入
っ
て
設
立
さ
れ
た
水
利
組
合
は
、
従

来
の
近
世
的
な
水
利
組
合
と
比
較
し
て
村
落
的
束
縛
は
薄
れ
た
よ
う
に
も
み
え

る
。
そ
れ
は
拠
る
べ
き
法
令
が
基
本
的
構
造
は
変
化
せ
ず
、
中
近
世
的
な
旧
慣

を
織
り
込
み
、
少
な
か
ら
ず
洗
練
さ
れ
た
か
た
ち
で
発
布
さ
れ
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い
。
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